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私
た
ち
の
命
を
守
る

住
宅
用
火
災
警
報
器

住
宅
防
火
の
切
り
札

火
災
死
者
の
約
６
割
は
住
宅
で
発
生

　

令
和
４
年
中
に
全
国
で
発
生
し
た
火

災
の
約
３
割
が
住
宅
火
災
で
し
た
が
、

そ
の
死
者
数
は
火
災
に
よ
る
総
死
者
数

の
約
６
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

帯
広
市
で
も
、
令
和
４
年
に
発
生
し

た
火
災
に
よ
る
死
者
は
、
い
ず
れ
も
住

宅
火
災
に
よ
る
も
の
で
し
た
。（
表
１
）

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
効
果

　

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
の
多
く
は
、

逃
げ
遅
れ
に
よ
る
も
の
で
す
。
煙
や
熱

を
い
ち
早
く
感
知
し
、
火
災
が
発
生
し

た
こ
と
を
知
ら
せ
る
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
は
、
火
災
の
被
害
を
最
小
限
に
抑

え
る
た
め
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

帯
広
市
の
被
害
状
況
を
見
て
も
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
て
い
る
場

合
は
、
死
者
数
の
ほ
か
、
焼
損
床
面
積

な
ど
の
被
害
軽
減
に
大
き
な
効
果
が
あ

る
と
言
え
ま
す
。（
表
２
）

住
宅
用
火
災
警
報
器
を

設
置
し
ま
し
ょ
う

　

十
勝
は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
率
が
80
％
で
あ
り
、
全
国
の
84
・
３

％
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
す
べ
て
の

住
宅
に
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
だ
、
設
置
し
て
い
な
い
場
合
は
、

早
急
に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。
設
置
後

は
、
半
年
に
１
回
点
検
（
警
報
機
の
ボ

タ
ン
を
押
す
、
ひ
も
を
引
く
な
ど
）
し
、

正
常
に
作
動
す
る
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
ひ
と
り
で
抱
え
ず
、

　
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

帯
広
市
で
は
、
小
学
生
か
ら
お
お
む

ね
39
歳
ま
で
の
若
者
や
そ
の
家
族
の
相

談
窓
口
と
し
て「
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
相
談
」

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ

ン
相
談
で
は
、
資
格
や
相
談
援
助
の
経

験
が
あ
る
職
員
が
、
電
話
や
メ
ー
ル
な

ど
で
の
問
い
合
わ
せ
に
対
応
し
ま
す
。

相
談
内
容
に
応
じ
て
、
ゆ
っ
く
り
話
を

聞
き
、
課
題
解
決
の
た
め
に
一
緒
に
考

え
、
教
育
や
就
労
と
い
っ
た
専
門
機
関

を
紹
介
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

誰
か
に
話
す
こ
と
で
気
持
ち
が
軽
く

な
っ
た
り
、
解
決
へ
の
糸
口
が
見
つ
か

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ひ
と
り
や
家
族

だ
け
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
気
軽
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

表１　火災発生状況
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ひ
と
り
で

悩
ま
な
い
で

11
月
12
日
～
25
日
は
「
女
性
に
対
す
る

暴
力
を
な
く
す
運
動
」
期
間

　

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）
、
性

犯
罪
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
売
買
春
、

人
身
取
引
や
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
な
ど
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
は
、

女
性
の
人
権
を
侵
害
す
る
も
の
で
あ
り
、

決
し
て
許
さ
れ
な
い
行
為
で
す
。

　

国
で
は
、
11
月
12
日
～
25
日
ま
で
の

２
週
間
を
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な

く
す
運
動
」
期
間
と
定
め
て
お
り
、
市

も
こ
の
期
間
に
合
わ
せ
て
、
毎
年
パ
ネ

ル
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
運
動

期
間
を
き
っ
か
け
に
、
女
性
に
対
す
る

暴
力
に
つ
い
て
考
え
、
暴
力
の
な
い
社

会
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
運
動

　

配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力
や
虐
待
へ

の
関
心
を
促
し
、
暴
力
根
絶
を
訴
え
る

運
動
で
す
。
女
性
に
対
す
る
暴
力
根
絶

と
被
害
者
へ
「
あ
な
た
は
ひ
と
り
で
は

な
い
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で

　

市
で
は
、
女
性
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
暴
力
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
安
心
し
て
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

と
か
ち
広
域
消
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局
予
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庁
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２
４
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担
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帯
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総
務
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消
防
課

問
い
合
わ
せ

令和４年 帯広市 全国（概数）

総出火件数 35件 3万6375件

住宅火災件数 15件 1万1017件

総死者数 ２人 1446人

住宅火災による
死者数 ２人 922人

表２　帯広市の住宅火災被害状況

令和４年
設置あり

設置なし・不明
作動あり 作動なし

死者数 ０人 ０人 ２人
１件当たりの
焼損床面積 ４㎡ 21㎡ 30㎡

つけてて良かった！住宅用火災警報器
事例１（令和５年・道内）
　ストーブの上に可燃物を置いたまま点火してしまい、２階の寝室で
就寝、２階で寝ていた友人が住宅用火災警報器の警報音に気付き、消
火器で初期消火に成功した。
事例２（令和５年・道内）
　鍋を火にかけたまま外出してしまい、住宅用火災警報器が作動、隣
人が警報音を聞き１１９番通報。消防隊が到着後、室内には煙が充満
していたが、鍋の内容物に焦げがあっただけで火災に至らなかった。
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ヤングテレホン相談窓口
対 象 者：小学生からおおむね39歳までの人
　　　　　※匿名で相談できます
相談方法：電話・Eメール・面談
受付時間：平日９時～17時30分（年末年始を除く）
場　　所：西６条南６丁目３、ソネビル２階
専用電話：☎22・8349　
メールアドレス：　wakamono-soudan@keisei-kai.jp

このような相談が　　　　

　　　寄せられています

女性に対する暴力をなくす運動パネル展

期間　11月11日㈯～24日㈮、８時45分～19時
　　　（土・日曜日、祝日は10時～17時）
場所　市民ホール（市庁舎１階）

男女共同参画講座も開催します。
詳しくは８頁をご覧ください。

帯広市の女性相談窓口

女性相談サポートライン　☎65・4230
場　　所　市民活動課（市庁舎３階）
受付時間　平日８時45分～17時30分
（年末年始を除く）

市民相談「女性相談の日」☎65・4200
場　　所　市民相談室（市庁舎１階）
受付時間　毎週木曜日８時45分～17時
30分（祝日・年末年始を除く）

「デートDV」に関する
動画を作成しました

交際中の二人の
間で起こるDV
について紹介し
ています。ぜひ
ご覧ください。

市ホームページID.1003526

広報おびひろは、マンションやアパート単位など（４世帯以上）でも、代表者へ市から送付することができます。代表者１人（住人・管理人など）をお決め
の上、広報広聴課へ住所・氏名などを連絡してください。　問広報広聴課（市庁舎３階、☎65・4109） 市ホームページID.1007406

女性に対する暴力根絶
のためのシンボルマーク

　令和４年度に寄せられた相談のうち、
６割以上が「社会生活」や「交友関係」
に関する内容でした。

友人との関係に悩んでいる

職場の人間関係がうまくいかない

仕事がつらい

子育てと仕事の両立が大変　など


